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【補正の内容】
【００３５】
　本発明の第一の実施形態においては、図４に示す電磁方式位置検出部２０９を構成する
コイル選択回路４０７を介して特定のループコイル４０８から交番磁界をペン１０２に送
信する際には、斯かる選択されたコイル位置の情報を第一制御部４０９から図５に示す静
電方式位置検出部２０６を構成する第二制御部５０３に供給する。第二制御部５０３では
交番磁界送信用ループコイルの選択情報を取得し、この選択情報に関連させて指示体とし
ての指１０５の指示位置を求めるための受信導体５０６の選択位置を制御する。図６に示
す実施例においては、交番磁界を送信する状態にあるループコイル４０８および受信導体
５０６がＸ軸方向、すなわち図６において、左側から右側に順次選択されるものとし、交
番磁界を送信するためのループコイル４０８として最左端にあるループコイル４０８が選
択されていたとすると、第２制御部５０３は第一制御部４０９から供給された送信用ルー
プコイルの選択情報に基づいて静電センサ２０４上の略中央に配置された受信導体５０６
を選択するように受信導体選択回路５０５を制御する。交番磁界を送信するためにＸ軸方
向に沿ってループコイル４０８が順次選択されることに対応して、受信導体５０６も同様
にしてＸ軸方向に沿って同一の方向に順次選択されることで、選択されたループコイル４
０８と受信導体５０６との間に常に所定の距離が確保されることとなる。なお、送信導体
の選択位置情報に基づいて受信導体の選択制御を行うことを説明したが、受信導体の選択
位置情報に基づいて送信導体の選択制御を行うこともできる。また、図６において、ルー
プコイル４０８および受信導体５０６はＸ軸方向に沿って左側から右側に順次選択される
とともに、最右端に配置されたループコイル４０８および受信導体５０６がそれぞれ選択
された場合には、次には最左端に配置されたループコイル４０８および受信導体５０６が
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選択されるものとする。しかしながら、この実施例に限定されるものではない。交番磁界
を送信するためのループコイル４０８の選択位置と受信導体５０６の選択位置との間に所
定の距離が確保されるようにそれぞれの選択位置が制御されれば良い。すなわち、ループ
コイル４０８は順次近傍に配置されたループコイルを選択するアプローチのみならず、所
定のシーケンスに基づいてランダムにループコイルを選択するアプローチを採用すること
もできる。この場合には、受信導体５０６の選択位置は、ループコイル４０８の選択位置
に関連づけられて制御される。更には、電磁誘導コイルセンサ２０７および静電センサ２
０４のそれぞれは、その基板の一面とその他面に互いに直交配置にあるループコイルおよ
び導体がそれぞれ配置されている。本発明では、電磁誘導コイルセンサ２０７を構成する
交番磁界送信用のループコイル４０８に対し、この配置方向と同様の配置方向にある静電
センサ２０４を構成する受信導体５０６が技術的課題を解決するための対象となる。従っ
て、電磁誘導コイルセンサ２０７の一面に配置されたループコイル４０８とこの他面に配
置されたループコイル４０８を選択的に交番磁界送信用のループコイルとして機能させる
場合には、このループコイルの選択動作に対応させて、このループコイルと同様な配置関
係を備える面に配置された静電センサ２０４を構成する受信導体５０６が対象とされる。
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